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１ はじめに 

公立小・中学校通常学級の児童生徒に対してなされた調査の結果、学習面で著しい困難を持っている児

童生徒が、通常学級の児童生徒の 4.5％に存在することが報告され（文部科学省，2012）、リソースルーム

など学習支援に対する方策が準備されつつある。一方、国立大学附属小・中学校における児童生徒の中に

学習上の配慮を要する者がいることが報告されているが、彼らの実態とその合理的配慮について十分検討

されていない。 

そこで本研究は、漢字と算数の基礎的側面の学習上の問題が認めやすくなる附属小学校 2年生と 4年生

児童を対象として、学習上の配慮を要する児童の実態と合理的配慮に関して検討することを目的とする。  

 

２ 方法 

1. 対象 

附属小学校 2年生 341人と 4年生 435人を対象とした。あわせて公立小学校通常学級に在籍する 2年生 

234人と 4年生 221人を対象とした。調査結果については、個別の情報として小学校に報告を行った。  

2. 調査課題 

(1) 漢字読字・漢字書字テスト 

漢字読字・漢字書字テストでは、小学 1 年及び 3 年までの配当漢字から構成される単語、それぞれ６語

と 10語を選び出題した。 

(2) 漢字基礎スキルテスト 

特殊音節テストは、特殊音節を含む単語を表すイラストを提示し、該当するひらがなを記入する問題で

ある。 

単語連鎖テストは、ひらがなの流暢な読みを評価する。A4用紙に 14文字×14行でひらがな文字をラン

ダムに印刷した。児童には、文字列を端から黙読し、文字列中の有意味単語を 60秒内にできるだけ多く見

つけて丸で囲うよう指示した。成績は総正答数とした。 

聴覚記憶テストは、4桁の数字列を 3問、5桁の数字列を 3問計 6問行った。児童には、数字列を読んで

聞かせ、終了後にそれと同じ順番で数字を解答欄に書くよう指示した。聴覚記憶テストの成績は、4桁課題



 

 

3問 5桁課題 3問における総正答数とした。  

視覚記憶テストでは、3個または 4個の刺激図形と全て形が異なる選択図形、計 30個（縦 5個×横 6個）

を提示した。児童には、刺激図形を記憶するよう指示した後、次ページに提示された 30個の異なる選択図

形から、正答の図形を丸で囲むように指示した。刺激提示時間を 10 秒、課題遂行時間を 30 秒とした。成

績は総正答数とした。 

3. 手続き 

 テストは、学級児童に対し、担任教師が一斉に実施した。全テストの所要時間はおよそ 20 分であった。

単語連鎖テスト及び、聴覚記憶テスト、視覚記憶テストは、手続きに関する説明と事前練習を行った後、

本テストを行った。  

    

３ 結果  

1. 漢字の読字テストと書字テストについて 

2年生における読字テストと書字テストのヒストグラムを検討した結果、読字テストと書字テストの平均

値は、共に附属学校と公立学校の間で有意差を認めた(p<.01)。 

4年生における読字テストと書字テストのヒストグラムを検討した結果、読字テストと書字テストの平均

値は、共に附属学校と公立学校の間で有意差を認めた(p<.01)。 

2. 漢字の学習基礎スキルについて 

本研究では、漢字の学習基礎スキルとして、ひらがなの流暢な読み（単語連鎖テスト）、特殊音節単語の

読み書き（特殊音節テスト）、聴覚記憶（聴覚記憶テスト）、視覚記憶（視覚記憶テスト）をとりあげた。 

2年生と 4年生の学習基礎スキルの得点のヒストグラムを示したものである。ひらがなの流暢な読み、特

殊音節単語の読み書き、聴覚記憶、視覚記憶ともに、低成績を示す者を両群で認めた。 

3. 漢字の読み書き低成績のリスク要因について 

漢字読み書き低成績（10 パーセンタイル以下）のリスク要因に関しては、説明変数を単語連鎖テスト、

特殊音節テスト、視覚記憶テスト、聴覚記憶テストの低成績（10 パーセンタイル以下）として、多重ロジ

スティック分析により検討した（表 1）。 

  

４ 考察 

漢字の読み書きの達成には複数の要因が関与する。これらの要因のうちのどの要因が、漢字の読み書き

の達成に関与するのか、検討することが必要である。本研究では、読み書きの低成績の生起を目的変数と

して、多重ロジスティック分析を行った。 

その結果、漢字読みについては、附属学校で認めた有意なオッズ比は、2年で単語連鎖、4年で単語連鎖

と数唱であった。公立学校では、2年で特殊音節、4年で単語連鎖と特殊音節であった。これより、附属学

校では、ひらがなの流暢な読みが 2年と 4年で共に背景要因として関与し、4年ではさらに聴覚記憶が関与

することを指摘できた。 

漢字書きについては、附属学校で認めた有意なオッズ比は、2年で単語連鎖、４年で単語連鎖と数唱であ

った。公立学校では、2年で漢字読字、4年で単語連鎖であった。これより、附属学校では、ひらがなの流

暢な読みが2年と4年で共に背景要因として関与し、4年ではさらに聴覚記憶が関与することを指摘できた。 

稲垣(2010)は、ひらがなの流暢な読みは、読み書き障害の判別基準として有効であることを報告した。

本研究で用いた単語連鎖テストは、ひらがなの流暢な読みの程度を反映することが報告されている（藤井



 

 

ら，2012）。従って、単語連鎖テストの低成績は、強い読み書き困難の可能性を示唆するものであり、単語

連鎖テストの低成績を早期に評価することは、教育上の配慮として必要であることを指摘できる。 

他方、聴覚記憶については、多くの研究で、新奇な言語材料の学習に関与することが報告されている。

Duyck et al. (2003)は、構音抑制によって聴覚記憶を妨害する学習条件を設定し、この条件においてどのよ

うな学習妨害が生じるか、検討した。その結果、妨害をうける学習課題は、有意味単語と無意味単語の対

連合学習であることを報告した。無意味単語は、視覚的イメージが乏しい。そのために聴覚記憶が妨害さ

れ、学習が困難になったことを推測した。漢字の読み書き学習の中でも、特に、抽象的な漢字単語につい

ては、視覚的イメージが乏しい場合がある。このような場合には、聴覚記憶の弱さがあると学習困難にな

ることを推測できる。 

本研究で、ひらがな単語の流暢な読みや聴覚記憶の弱さを、附属学校児童のリスク要因として認めた。

これらのリスク要因は、LD 児に多く認められ、言語発達が良好であっても発現することを指摘できる。ま

た学習努力をしても、直接的成果を得られにくいために、学習に対する自己効力感が損なわれる可能性が

高いことを指摘できる。従って、附属学校児童における学習低成績については、ひらがな単語の流暢な読

みや聴覚記憶の弱さの有無を評価し、認知特徴にあわせた学習上の配慮や支援が必要であることを指摘で

きる（図 1）。また、学習上の配慮や支援は、LD 児に求められる配慮と共通的側面のあることを推測でき、

さらに検討が必要である。 
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表 1 漢字読字書字の低成績に関するオッズ比 


